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薬
師
寺
・
佛
足
跡
歌
碑
の
研
究
Ⅰ

―

碑
面
上
半
部
に
刻
さ
れ
た
書
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て―
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瀨
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遠
　
藤
　
祐
　
介
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　
奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
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七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

††
†
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
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▼
図
版
　
佛
足
跡
歌
碑
（
上
半
部
）
の
原
拓
と
書
の
復
元

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

１
行
目

２
行
目

▼
写
真
１
　
佛
足
跡
歌
碑
　
正
面
全
体
　
　[

飛
鳥
園
撮
影]

▼
写
真
２
　
原
刻
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
２
〜
７
行
目
冒
頭
部
）[

飛
鳥
園
撮
影]



-- 104 --

一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
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▼
図
版
　
佛
足
跡
歌
碑
（
上
半
部
）
の
原
拓
と
書
の
復
元

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

１
行
目

２
行
目

▼
写
真
１
　
佛
足
跡
歌
碑
　
正
面
全
体
　
　[

飛
鳥
園
撮
影]

▼
写
真
２
　
原
刻
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
２
〜
７
行
目
冒
頭
部
）[

飛
鳥
園
撮
影]
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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な
ら

（
３
）

（
２
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
１
）
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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５
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６
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―
」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　
奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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（
７
）

（
８
）

（
９
）
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―
」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　
奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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９
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　
奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　
奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

武蔵野教育学論集　第 10 号薬師寺・佛足跡歌碑の研究Ⅰ（廣瀨・漆原・遠藤）

▼
写
真
３
　
慈
照
寺
銀
閣
洗
月
泉
の
佛
足
石

（
　
）
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（
　
）
12

（
　
）
13

い
く
ち
し
ま



-- 92 --

一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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真
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蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
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一
、
は
じ
め
に

本
研
究
は
、
「
中
国
仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
し
あ
わ

せ
研
究
」
の
調
査
を
続
行
す
る
中
で
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
刻
の
日
本

最
古
の
「
佛
足
石
」
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
書
道
学

（
廣
瀨
）
・
歴
史
学
（
漆
原
）
・
仏
教
学
（
遠
藤
）
か
ら
論
考
し
、
次
の
三
つ

の
研
究
を
共
同
で
進
め
発
表
し
て
き
た
。

①
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究―

正
面
銘
文
と
し
て
刻
さ
れ
た

書―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
四
号
所
収
（
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
）

②
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅱ―

左
側
面
銘
文
刻
と
そ
の
成

立
過
程―

」
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
六
号
所
収
（
二
〇
一
九
年
三
月

発
行
）

③
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
Ⅲ―

背
面
銘
文
刻
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て―

」

　
　
　
　
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
八
号
所
収
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
）

す
で
に
発
表
し
た
こ
れ
ら
佛
足
石
銘
文
に
関
す
る
研
究
を
基
と
し
、
今
回
か

ら
は
、
同
じ
く
奈
良
時
代
に
建
碑
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
隣
に
現
存
す
る
「
佛
足
跡

歌
碑
」
に
注
目
し
、
こ
こ
に
刻
さ
れ
た
銘
文
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
万
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
書
を
飛
鳥
園
撮
影

の
精
彩
な
薬
師
寺
所
蔵
の
拓
影
と
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
六
日
夕
刻
か
ら
立

ち
合
い
の
も
と
で
行
な
っ
た
原
碑
の
碑
面
調
査
を
基
と
し
て
摩
滅
前
の
刻
の
文

字
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ

し
て
、
仏
教
学
の
面
か
ら
銘
文
内
容
の
考
察
を
加
え
、
本
文
、
現
代
語
訳
、
注

釈
を
提
示
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
以
後
、
佛
足
石
の
存
在
は
、
従
来
の
研
究
で
は
空
白
期
を

迎
え
、
そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
る
と
佛
足
石
が
ま
た
盛
ん
に
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
だ
が
、
そ
の
空
白
の
期
間
（
中
世
）
の
そ
の
存
在
を
埋
め
る
佛
足
石
の

存
在
に
つ
い
て
探
る
べ
く
、
私
た
ち
は
こ
の
調
査
を
引
き
続
き
あ
わ
せ
て
行

い
、
今
回
も
新
し
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
こ
に
記
す
。

二
、
佛
足
跡
歌
碑
の
書
と
し
て
の
復
元

佛
足
跡
歌
碑
銘
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
廣
岡
義
隆
氏
に
よ
る
「
佛

足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
本
文
影
復
元
」
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
　
第
一
巻
』

所
収
一
九
九
〇 

及
び
、
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇

一
五
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
今
回
、
原
刻
お
よ
び
、
薬

師
寺
の
許
可
に
よ
る
飛
鳥
園
撮
影
の
写
真
﹇
令
和
二
年
十
月
八
日
付
・
許
可
第

二‒

三
〇
一
﹈
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
書
と
し
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
復

元
し
て
み
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
佛
足
石
銘
文
の
書
と
比
較
す
る
と
、

緻
密
な
粘
板
岩
質
の
石
に
細
線
で
刻
さ
れ
た
こ
の
歌
碑
の
方
が
一
部
部
分
を
除

き
、
刻
さ
れ
た
文
字
が
お
お
む
ね
明
瞭
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
石
の
石
質

の
特
徴
と
い
う
か
欠
点
と
で
も
い
え
る
表
面
の
薄
い
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離

さ
れ
た
面
に
も
文
字
が
刻
さ
れ
た
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
色
と
い
え
よ
う
。

今
回
は
こ
の
碑
の
上
半
分
の
書
の
復
元
を
試
み
た
。
図
版
一
行
目
の
「
鼻
」
字

の
下
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
佛
足
石
銘
文
に
よ
く
見
ら
れ
た
六
朝
時
代
と
同

一
の
字
形
も
み
ら
れ
る
。
書
風
に
つ
い
て
は
六
朝
風
と
い
う
よ
り
は
、
文
字
の

大
き
さ
が
小
さ
い
こ

と
に
よ
る
た
め
か
古

墳
時
代
出
土
の
鉄
剣

銘
の
刻
と
似
て
い

る
。
で
き
る
だ
け
摩

滅
前
の
正
確
な
文
字

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
特
に

文
字
の
刻
線
及
び
線

質
そ
の
も
の
を
正
し

く
再
現
す
る
こ
と
に

努
め
た
が
、
後
世
の

損
傷
・
剥
落
し
た
と

こ
ろ
や
、
傷
か
刻
線
か

不
明
な
と
こ
ろ
は
、

現
状
の
ま
ま
に
し

た
。

三
、
佛
足
跡
歌
と
観
佛
三
昧
海
経

釈
尊
の
足
裏
を
刻
ん
だ
佛
足
石
を
崇
拝
す
る
信
仰
（
以
下
、
佛
足
石
信
仰
）

は
、
釈
迦
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
薬
師
寺
佛
足
石
に
刻
ま
れ
た

銘
文
は
、
そ
の
記
載
の
正
当
性
の
根
拠
と
な
る
経
典
（
経
証
）
と
し
て
『
観
佛

三
昧
海
経
』
を
提
示
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
佛
足
石
信
仰
の
様
相
を

復
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
経
典
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
薬
師
寺

佛
足
跡
歌
碑
に
あ
る
二
十
一
首
の
佛
足
跡
歌
と
の
内
容
的
な
関
連
性
を
考
察
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
時
代
の
日
本
仏
教
が
唐
代
初
期
の
中
国
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
薬
師
寺
の
佛
足
石
信
仰
に
お
け
る
初
唐
の
仏

教
の
影
響
と
言
え
ば
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
佛
足
石
信
仰
の
経
証
と
し
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
見
え
る
佛
足
に
対
す
る
信
仰
（
以

下
、
佛
足
信
仰
）
を
は
じ
め
と
す
る
釈
迦
信
仰
が
佛
足
石
信
仰
の
根
源
に
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
玄
奘
と
関
わ
り
の
深
い
道
宣
の
著
書『
釈
迦
氏
譜
』

の
中
か
ら
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信
仰
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
れ
も
佛
足
石
信
仰
の
ル
ー
ツ
を
探
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
佛
足
跡
歌
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
内
容
と
、
『
釈
迦

氏
譜
』
か
ら
看
取
さ
れ
る
初
唐
に
お
け
る
『
観
佛
三
昧
海
経
』
関
連
の
釈
迦
信

仰
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
薬
師
寺
佛
足
石
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時
代
の
佛
足

石
信
仰
の
復
元
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
回
は
二
十
一
首
の
佛
足
跡

歌
の
う
ち
、
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
ま
で
の
本
文
・
読
み
・
意
訳
を
提
示
し
、
残

り
は
次
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、
佛
足
石
と
佛
足
跡
歌
碑

　
奈
良
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
碑
は
、
薬
師
寺
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
と
す
る
説
の
ほ
か
に
、
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
を
も
と
に
制

作
さ
れ
た
後
に
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

佛
足
跡
歌
碑
が
成
立
し
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
薬
師
寺
佛
足
石

と
佛
足
跡
歌
碑
を
関
連
づ
け
て
研
究
す
る
際
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
が
必
要
と

さ
れ
る
。

薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
お
い
て
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
佛
足

お
よ
び
佛
足
石
に
言
及
す
る
記
載
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

①
『
観
佛
三
昧
海
経
』
全
体
の
概
説
と
し
て
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
若
し
人
佛
足
石
を
見
て
内
心
に
敬
重
せ
ば
、
無
量
の
衆

罪
此
れ
に
由
り
て
滅
す
」
と
あ
り
。

②
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

観
佛
三
昧
経
に
「
仏
世
に
在
し
時
、
若
し
衆
生
有
り
て
、
仏
の
行
く
を
見

る
者
あ
り
、
千
輻
輪
相
を
見
る
に
及
ん
で
は
即
ち
千
劫
の
極
重
悪
罪
を
除

か
る
。
仏
世
を
去
り
し
後
、
仏
の
行
く
を
想
う
者
も
ま
た
千
劫
の
極
重
悪

業
を
除
か
る
。
行
く
を
想
わ
ず
と
雖
も
、
仏
迹
を
見
る
者
と
像
の
行
く
を

見
る
者
は
、
歩
歩
の
中
に
ま
た
千
劫
の
極
重
悪
業
を
除
か
る
」

③
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
一
、
序
観
地
品
か
ら
引
用
し
た
記
載

「
如
来
の
足
下
は
平
満
に
し
て
一
毛
を
も
容
れ
ず
、
足
下
の
千
輻
輪
相
は

轂
輞
具
足
し
、
魚
鱗
相
は
金
剛
杵
相
に
次
び
、
足
跟
に
ま
た
梵
王
頂
相
有

り
、
衆
蠡
の
相
あ
る
を
観
れ
ば
、
諸
悪
に
遇
わ
ず
」

奈
良
時
代
の
佛
足
石
は
初
唐
に
お
け
る
釈
迦
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
、
『
観

佛
三
昧
海
経
』
を
経
証
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
佛
足
跡
歌
碑
が
薬
師
寺
以
外
の
佛
足
石
を
見
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
し

て
も
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
記
載
を
媒
介
と
し
て
、
薬
師
寺
佛
足
石
と
佛
足

跡
歌
碑
を
関
連
付
け
て
論
ず
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
さ

れ
る
。
佛
足
跡
歌
碑
を
研
究
す
る
場
合
、
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
『
観
佛
三
昧
海

経
』
の
記
載
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
者
が
読
ん
で
い
た
『
観
佛
三

昧
海
経
』
に
記
さ
れ
る
各
種
の
逸
話
も
視
野
に
入
れ
て
、
佛
足
石
信
仰
の
背

景
と
な
る
世
界
観
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
佛
足
信
仰

　『
観
佛
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
、
佛
足
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
千
幅
輪
相

に
関
連
す
る
話
は
、
前
節
で
提
示
し
た
巻
一
序
観
地
品
、
巻
六
観
四
威
儀
品
の

ほ
か
に
巻
三
と
巻
四
の
観
相
品
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
佛
足
石
銘

文
で
引
用
さ
れ
た
観
四
威
儀
品
の
内
容
が
玄
奘
の
釈
迦
信
仰
の
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
初
唐
に
お
け
る
佛
足
信
仰

の
具
体
像
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

玄
奘
は
貞
観
一
九
年
（
六
四
五
）
に
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
し
た
際
に
、
七
躯
の

釈
迦
像
を
将
来
し
た
。
七
躯
の
釈
迦
像
を
め
ぐ
っ
て
は
肥
田
路
美
氏
が
詳
し
い

研
究
を
し
て
い
る
。
七
躯
の
う
ち
で
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
に
お
い
て
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
優
填
王
栴
檀
釈
迦
像
で
あ

り
、
こ
の
釈
迦
像
は
『
観
佛
三
昧
海
経
』
巻
六
、
観
四
威
儀
品
と
関
連
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
宣
撰
『
釈
迦
氏
譜
』
巻
一
、
優
填
造
釈
迦
栴
檀
像
縁
（
大
正
五
〇
、
九
七

中
）
に
、

観
佛
三
昧
云
。
優
填
鋳
金
為
像
。
仏
従
天
下
。
戴
像
来
迎
為
仏
作
礼
。
仏

言
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
諸
弟
子
咸
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
言
。
若
有
造

仏
形
像
供
養
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

と
あ
り
、
木
製
の
栴
檀
釈
迦
像
の
話
の
項
目
に
お
い
て
、
忉
利
天
に
行
っ
た
釈

尊
を
慕
っ
て
、
優
填
王
が
仏
像
を
鋳
造
し
、
王
は
こ
の
像
と
一
緒
に
、
閻
浮
提

に
戻
っ
て
来
る
釈
尊
を
迎
え
た
と
い
う
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
の
話

を
引
用
し
て
い
る
。

道
宣
は
南
斉
代
の
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
を
も
と
に
『
釈
迦
氏
譜
』
を
著
し
て

い
る
が
、
『
釈
迦
譜
』
巻
三
、
優
填
王
造
釈
迦
栴
檀
像
記
（
大
正
五
〇
、
六

六
下
）
は
次
の
よ
う
に
『
観
佛
三
昧
海
経
』
を
更
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。

観
佛
三
昧
経
云
。
仏
昇
忉
利
時
優
填
王
恋
慕
世
尊
。
鋳
金
為
像
。
聞
仏
当

下
。
象
載
金
像
来
迎
世
尊
。
爾
時
金
像
従
象
上
下
。
猶
如
生
佛
足
歩
虚

空
足
下
雨
花
。
亦
放
光
明
来
迎
世
尊
。
時
鋳
金
像
合
掌
叉
手
為
仏
作
礼
。

爾
時
世
尊
亦
復
長
跪
合
掌
。
時
虚
空
中
百
千
化
仏
。
亦
皆
合
掌
長
跪
向

像
。
爾
時
世
尊
而
語
像
言
。
汝
於
来
世
大
作
仏
事
。
我
滅
度
後
我
諸
弟

子
。
以
付
嘱
汝
。
空
中
化
仏
異
口
同
音
。
咸
作
是
言
。
若
有
衆
生
於
仏

滅
後
。
造
立
形
像
種
種
供
養
。
是
人
来
世
。
必
得
念
仏
清
浄
三
昧
。

鋳
造
し
た
金
像
は
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
生
け
る
釈
尊
の
よ
う

に
虚
空
を
歩
み
、
そ
の
足
下
に
は
花
が
降
り
そ
そ
が
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
大
正
一
五
、
六
七
五
中
）
に
は
「
仏

挙
足
時
、
足
下
千
幅
輪
相
一
一
輪
相
皆
雨
八
万
四
千
衆
宝
蓮
華
」
と
あ
り
、
虚

空
を
歩
む
釈
尊
の
千
幅
輪
相
か
ら
は
数
多
の
宝
蓮
華
が
降
り
そ
そ
い
だ
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
初
唐
の
仏
教
信
者
が
持
つ
佛
足
信
仰
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
千
幅
輪
相
を
は
じ
め
と
す
る
佛
足
信
仰

が
、
石
に
刻
む
と
い
う
行
為
を
介
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
が
佛
足
石
信
仰
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
玄
奘
将
来
の
七
躯
の
釈
迦
像
と
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
肥
田
氏
は
、
七
躯
の
釈
迦
像
や
経
典
類
が
大
慈

恩
寺
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
し
な
が
ら
長
安
の
人
々
に
お
披
露
目
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、玄

奘
の
経
像
を
送
る
行
列
の
し
つ
ら
え
や
荘
厳
具
の
あ
り
さ
ま
は
、
北
魏

洛
陽
城
で
毎
年
仏
誕
の
日
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
行
像
と
、
極
め
て

よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
入
滅
後
は
、
仏
像
の
行
く
の
を
見
る

こ
と
が
、
生
身
の
如
来
を
目
見
す
る
の
と
同
等
の
功
徳
に
な
る
と
い
う

『
観
佛
三
昧
海
経
』
威
儀
品
等
の
所
説
が
、
行
像
の
本
義
で
あ
る
。

と
述
べ
、
行
像
と
い
う
点
で
七
躯
の
釈
迦
像
と
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀

品
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

行
像
に
つ
い
て
『
観
佛
三
昧
海
経
』
観
四
威
儀
品
（
六
七
五
下
）
に
説
か
れ

る
箇
所
と
は

若
有
衆
生
、
仏
在
世
時
見
仏
行
者
、
歩
歩
之
中
見
千
輻
輪
相
。
除
却
千
劫

極
重
悪
罪
。
仏
去
世
後
、
三
昧
正
受
想
仏
行
者
。
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

雖
不
想
行
。
見
仏
跡
者
見
像
行
者
。
歩
歩
亦
除
千
劫
極
重
悪
業
。

で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
薬
師
寺
の
佛
足
石
銘
文
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
虚
空
を
歩
む
釈
尊
の
姿
を
見
る
者
、
観
想
に
よ
っ
て
釈
尊
の
歩

み
を
見
る
者
、
仏
の
足
跡
を
見
る
者
、
行
像
を
見
る
者
の
千
劫
極
重
の
悪
罪
や

悪
業
が
除
か
れ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
行
像
に
対
す
る
信
仰
と
佛
足
信
仰
が
重

な
っ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
佛
足
石
銘
文
を
考
察
し
た
拙
論
に
お
い
て

は
、
于
闐
国
（
『
高
僧
法
顕
伝
』
巻
一
）
、
北
魏
の
大
同
（
『
魏
書
』
巻
一
一

四
釈
老
志
）
、
屈
志
国
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
）
の
行
像
を
例
に
挙
げ
た
が
、

初
唐
に
お
け
る
行
像
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
と
関
連
付
け
ら
れ
た
と
い
う
肥
田

氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
佛
足
跡
歌
碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
に
つ
い
て

　前
節
に
お
い
て
、
初
唐
に
お
け
る
佛
足
お
よ
び
佛
足
石
に
対
す
る
信
仰
と
薬

師
寺
佛
足
石
信
仰
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
佛
足
跡
歌

碑
の
１
番
歌
か
ら
11
番
歌
が
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
12

番
歌
か
ら
21
番
歌
の
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
と
、
『
観
佛
三
昧
海
経
』
の
影

響
が
顕
著
に
看
取
さ
れ
る
佛
足
跡
歌
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て

行
う
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
「
本
文
、
読
み
、
意
訳
」
は
、
読
み
や
す
さ
を
優

先
し
て
常
用
漢
字
を
使
い
、
現
代
仮
名
遣
い
を
使
用
し
て
記
載
す
る
。

【
１
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
１
行
目

（
本
文
）
美
阿
止
都
久
留
　
伊
志
乃
比
鼻
伎
波
　
阿
米
尓
伊
多
利
　
都
知
佐
閇

由
須
礼
　
知
々
波
々
賀
多
米
尓
　
毛
呂
比
止
乃
多
米
尓

（
読
み
）
み
あ
と
つ
く
る
　
い
し
の
ひ
び
き
は
　
あ
め
に
い
た
り
　
つ
ち
さ
へ

ゆ
す
れ
　
ち
ち
は
は
が
た
め
に
　
も
ろ
ひ
と
の
た
め
に

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
む
音
が
天
地
に
響
き
渡
り
、
佛
足
石
の
功
徳

に
よ
っ
て
父
母
や
す
べ
て
の
人
々
が
御
仏
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
２
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
２
行
目

（
本
文
）
弥
蘇
知
阿
麻
利
　
布
多
都
乃
加
多
知
　
夜
蘇
久
佐
等
　
曽
太
礼
留
比

止
乃
　
布
美
志
阿
止
々
己
呂
　
麻
礼
尓
母
阿
留
可
毛

（
読
み
）
み
そ
ち
あ
ま
り
　
ふ
た
つ
の
か
た
ち
　
や
そ
く
さ
と
　
そ
だ
れ
る
ひ

と
の
　
ふ
み
し
あ
と
と
こ
ろ
　
ま
れ
に
も
あ
る
か
も

（
意
訳
）
釈
尊
の
お
姿
に
は
三
十
二
相
八
十
種
好
と
い
う
み
ご
と
な
特
徴
が
備

わ
っ
て
い
る
が
、
足
跡
か
ら
釈
尊
の
足
裏
の
相
を
拝
見
で
き
る
と
は

何
と
も
有
難
い
こ
と
だ
。

【
３
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
３
行
目

（
本
文
）
与
伎
比
止
乃
　
麻
佐
米
尓
美
祁
牟
　
美
阿
止
須
良
乎
　
和
礼
波
衣
美

須
弖
　
伊
波
尓
恵
利
都
久
　
多
麻
尓
恵
利
都
久

（
読
み
）
よ
き
ひ
と
の
　
ま
さ
め
に
み
け
む
　
み
あ
と
す
ら
を
　
わ
れ
は
え
み

ず
て
　
い
は
に
え
り
つ
く
　
た
ま
に
え
り
つ
く

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
直
接
こ
の
目
で
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日

本
に
伝
来
し
た
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
た
い
も

の
だ
。

【
４
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
４
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
　
夜
与
呂
豆
比
賀
利
乎
　
波
奈
知
伊
太
志
　
毛
呂
毛
呂

須
久
比
　
和
多
志
多
麻
波
奈
　
須
久
比
多
麻
波
奈

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
　
や
よ
ろ
づ
ひ
か
り
を
　
は
な
ち
い
だ
し
　
も
ろ
も
ろ

す
く
ひ
　
わ
た
し
た
ま
は
な
　
す
く
ひ
た
ま
は
な

（
意
訳
）
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊
の
足
跡
が
八
万
の
光
を
放
ち
、
す
べ
て
の
人
々

を
救
い
、
苦
し
み
の
な
い
彼
岸
に
お
渡
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

【
５
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
５
行
目

（
本
文
）
伊
可
奈
留
夜
　
比
止
尓
伊
麻
世
可
　
伊
波
乃
宇
閇
乎
　
都
知
止
布
美

奈
志
　
阿
止
乃
祁
留
良
牟
　
多
布
刀
久
毛
阿
留
可

（
読
み
）
い
か
な
る
や
　
ひ
と
に
い
ま
せ
か
　
い
は
の
う
へ
を
　
つ
ち
と
ふ
み

な
し
　
あ
と
の
け
る
ら
む
　
た
ふ
と
く
も
あ
る
か

（
意
訳
）
釈
尊
は
常
の
方
で
は
な
い
の
で
、
（
薬
師
寺
佛
足
石
銘
文
に
あ
る
よ

う
に
）
固
い
石
を
踏
ん
で
も
土
を
踏
む
か
の
よ
う
に
足
跡
を
残
し
て

お
ら
れ
る
。
何
と
も
尊
い
こ
と
だ
。

【
６
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
６
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
須
々
美
佐
岐
多
知
　
布
売
留
阿
止
乎
　
美
都
々
志
乃

波
牟
　
多
太
尓
阿
布
麻
弖
尓
　
麻
佐
尓
阿
布
麻
弖
尓

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
す
す
み
さ
き
た
ち
　
ふ
め
る
あ
と
を
　
み
つ
つ
し
の

は
む
　
た
だ
に
あ
ふ
ま
で
に
　
ま
さ
に
あ
ふ
ま
で
に

（
意
訳
）
釈
尊
が
先
に
立
っ
て
進
み
残
さ
れ
た
足
跡
を
見
て
、
釈
尊
の
御
徳
を

し
の
ぶ
。
仏
に
お
目
に
か
か
り
お
救
い
い
た
だ
く
時
ま
で
は
、
こ
の

足
跡
が
大
切
な
よ
す
が
と
な
る
の
だ
。

【
７
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
７
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
乃
　
布
美
於
祁
留
阿
止
波
　
伊
波
乃
宇
閇
尓
　
伊
麻
毛
乃

己
礼
利
　
美
都
々
志
乃
覇
止
　
奈
賀
久
志
乃
覇
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
ふ
み
お
け
る
あ
と
は
　
い
は
の
う
へ
に
　
い
ま
も
の

こ
れ
り
　
み
つ
つ
し
の
へ
と
　
な
が
く
し
の
へ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
は
今
や
石
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
々
が
佛
足
石
を

拝
見
し
て
釈
尊
の
御
徳
を
し
の
び
、
い
つ
ま
で
も
救
い
の
よ
す
が
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

【
８
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
８
行
目

（
本
文
）
己
乃
美
阿
止
乎
　
多
豆
祢
毛
止
米
弖
　
与
岐
比
止
乃
　
伊
麻
須
久
尓

々
波
　
和
礼
毛
麻
胃
弖
牟
　
毛
呂
毛
呂
乎
為
弖

（
読
み
）
こ
の
み
あ
と
を
　
た
づ
ね
も
と
め
て
　
よ
き
ひ
と
の
　
い
ま
す
く
に

に
は
　
わ
れ
も
ま
い
て
む
　
も
ろ
も
ろ
を
い
て

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡
を
た
ず
ね
求
め
て
佛
足
石
を
参
拝
し
、
す
べ
て
の
人
々

を
引
き
連
れ
て
仏
国
土
に
参
り
た
い
も
の
だ
。

【
９
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
９
行
目

（
本
文
）
舍
加
乃
美
阿
止
　
伊
波
尓
宇
都
志
於
伎
　
宇
夜
麻
比
弖
　
乃
知
乃
保

止
気
尓
　
由
豆
利
麻
都
良
牟
　
佐
々
義
麻
宇
佐
牟

（
読
み
）
さ
か
の
み
あ
と
　
い
は
に
う
つ
し
お
き
　
う
や
ま
ひ
て
　
の
ち
の
ほ

と
け
に
　
ゆ
づ
り
ま
つ
ら
む
　
さ
さ
げ
ま
う
さ
む

（
意
訳
）
今
の
世
で
は
釈
尊
の
足
跡
を
石
に
刻
ん
で
う
や
ま
い
、
未
来
世
に
弥

勒
菩
薩
が
仏
に
な
っ
た
ら
佛
足
石
を
さ
さ
げ
た
て
ま
つ
る
こ
と
に
し

よ
う
。

【
10
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
10
行
目

（
本
文
）
己
礼
乃
与
波
　
宇
都
利
佐
留
止
毛
　
止
己
止
婆
尓
　
佐
乃
己
利
伊
麻

世
　
乃
知
乃
与
乃
多
米
　
麻
多
乃
与
乃
多
米

（
読
み
）
こ
れ
の
よ
は
　
う
つ
り
さ
る
と
も
　
と
こ
と
ば
に
　
さ
の
こ
り
い
ま

せ
　
の
ち
の
よ
の
た
め
　
ま
た
の
よ
の
た
め

（
意
訳
）
こ
の
世
は
生
滅
流
転
の
無
常
の
世
で
あ
る
が
、
石
に
刻
ま
れ
た
釈
尊

の
足
跡
は
後
世
の
た
め
に
末
長
く
残
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

【
11
番
歌
】
・
・
・
図
版
第
11
行
目

（
本
文
）
麻
須
良
乎
能
　
美
阿
止

（
読
み
）
ま
す
ら
を
の
　
み
あ
と

（
意
訳
）
釈
尊
の
足
跡

七
、
新
た
な
中
世
の
佛
足
石
の
存
在
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
の
調
査
開
始
以
来
、
本
研
究
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
中
世
佛
足

石
を
発
見
し
て
報
告
し
、
従
来
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

世
に
も
、
佛
足
石
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
報

告
で
は
、
今
年
度
の
調
査
探
訪
で
京
都
安
楽
寺
と
銀
閣
寺
に
中
世
の
佛
足
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
あ
ら
た
に
中
世
佛
足
石
の
存
在
事
例
と
し
て
加
え

た
い
。

京
都
安
楽
寺
は
、
住
蓮
山
安
楽
寺
と
い
い
京
都
東
山
鹿
ケ
谷
に
あ
る
浄
土
宗

寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
、
法
然
の
弟
子
住
蓮
上
人
と
安
楽
上
人
の
二
人
で
、
現

在
の
寺
域
よ
り
東
方
１
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
結
ん
で
浄

土
宗
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
「
建
永

の
法
難
」
で
処
刑
さ
れ
た
法
然
の
弟
子
で
あ
る
。
建
永
の
法
難
で
処
刑
さ
れ
た

二
人
の
上
人
の
名
前
を
取
っ
て
流
刑
地
か
ら
帰
京
し
た
師
の
法
然
が
住
蓮
山
安

楽
寺
と
し
て
開
基
し
た
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
上
皇
の

二
人
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫
が
、
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
に
無
断
で
出
家
し

た
こ
と
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ
っ
て
、
二
人
の
上
人
が
斬

刑
に
処
せ
ら
れ
、
法
然
や
弟
子
で
あ
っ
た
親
鸞
ら
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
と
し
、
や
が
て
流
罪
地
か
ら
帰
京
し
た
法
然
に
よ
っ
て
、
住
蓮
山
安
楽
寺

と
し
て
開
山
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
現
在
地
に
安
楽
寺
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
の

は
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
と
安
楽
寺
で
は
伝
え

て
い
る
。

建
永
の
法
難
は
、
安
楽
房
・
住
蓮
房
の
関
わ
っ
た
後
鳥
羽
院
女
官
の
自
由
出

家
の
問
題
だ
け
で
惹
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
都
北
嶺
と
よ
ば
れ
た
興
福
寺

と
延
暦
寺
が
、
あ
い
つ
い
で
浄
土
宗
批
判
の
奏
状
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
批
判
の

動
き
を
見
せ
た
こ
と
が
事
件
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
十
月
、
延
暦
寺
の
学
侶
は
、
「
延
暦
寺
奏
状
」
に
よ

っ
て
専
修
念
仏
の
停
止
を
皇
族
出
身
（
以
仁
王
の
皇
子
）
の
天
台
座
主
真
性

に
訴
え
た
。
次
い
で
翌
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
に
は
、
興
福
寺
か
ら
法
然
に

対
し
て
訴
え
が
あ
り
、
「
興
福
寺
奏
状
」
に
よ
っ
て
朝
廷
に
対
し
て
専
修
念
仏

の
停
止
を
訴
え
る
に
至
っ
た
。
「
興
福
寺
奏
状
」
の
起
草
者
は
法
相
宗
の
僧

貞
慶
で
あ
っ
た
。
貞
慶
は
、
保
元
・
平
治
の
乱
で
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
通
憲

（
信
西
）
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
都
北
嶺
の
浄
土
宗
批
判
の
朝
廷
へ
の

働
き
か
け
と
い
う
動
き
の
中
で
、
朝
廷
は
多
数
の
僧
兵
を
擁
す
る
興
福
寺
と
延

暦
寺
の
要
請
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
元
久
元
（
一
二
〇
四
）
年
に
比
叡
山
の
衆
徒
の
天
台

座
主
へ
の
奏
状
に
対
応
し
て
、
法
然
は
自
戒
の
七
箇
条
を
示
し
て
師
弟
百
九

十
名
に
連
署
さ
せ
た
『
七
箇
条
制
戒
』
を
天
台
座
主
に
手
交
し
て
融
和
を
図
っ

た
が
、
さ
ら
に
翌
年
貞
慶
か
ら
九
か
条
の
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

、
安
楽
房
と
住
蓮
房
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
だ
か
ら
、
朝
廷
も
つ
い
に
念
仏
宗

の
弾
圧
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野

詣
の
出
京
中
に
、
安
楽
房
遵
西
と
住
蓮
房
が
関
与
し
た
後
鳥
羽
院
女
官
と
の
不

祥
事
が
発
覚
し
て
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
も
こ

の
事
件
の
こ
と
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
寺
伝
で
伝
え
て
い
る
事
実
は
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
愚
管
抄
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
安
楽
房
の
説
法
を
聞

く
た
め
に
後
鳥
羽
院
の
女
官
た
ち
が
後
鳥
羽
院
不
在
の
御
所
中
に
安
楽
房
た
ち

を
招
き
入
れ
、
深
夜
に
及
ん
だ
の
で
そ
の
ま
ま
泊
め
た
と
し
、
ま
た
出
家
し
た

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
元
は
武
士
で
あ
っ
た
安
楽
房
と
住
蓮
房
は
大
変
な
美

男
で
、
善
導
の
『
六
時
礼
讃
』
に
曲
節
を
付
け
て
合
唱
す
る
こ
と
を
考
案
し
て

美
声
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性
信
者
に
と
り
わ
け
人
気
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
留
守
中
に
女
官
が
数
名
鹿
ケ
谷
草

庵
の
念
仏
会
に
参
加
し
て
密
通
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。
ま
た
住
蓮
房
と
安
楽

房
を
導
師
と
し
て
出
家
し
た
の
が
安
楽
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
十
七
歳
の
鈴
虫

姫
と
十
九
歳
の
松
虫
姫
で
あ
る
と
伝
え
る
が
、
『
愚
管
抄
』
に
も
女
官
の
出
家

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
史
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
朝
廷
も
事
態
を
重
視
し
、
年
明
け
に
は
法
然
門
下
の
僧

侶
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
、
厳
し
い
拷
問
を
交
え
た
取
り
調
べ
の
結
果
、
二
月
に

は
風
紀
を
乱
し
た
張
本
と
見
ら
れ
た
安
楽
房
を
六
条
河
原
で
斬
罪
と
し
、
住
蓮

房
も
近
江
国
馬
淵
で
処
刑
さ
れ
た
。
師
で
あ
っ
た
法
然
は
土
佐
国
、
親
鸞
は
越

後
国
に
遠
流
と
さ
れ
た
が
、
源
通
親
急
死
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
九
条
兼
実
の

庇
護
に
よ
り
、
法
然
は
九
条
家
所
領
の
讃
岐
国
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
後
鳥
羽
上

皇
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
軍
事
的
打
倒
を
考
え
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
建
永
の
少
し
あ
と
の
承
元
二
（
一
二
〇
八
）
年
こ
ろ
か
ら
憤
懣
を
表
現

す
る
歌
が
目
立
ち
始
め
る
こ
と
か
ら
幕
府
へ
の
憤
懣
が
看
取
さ
れ
る
。
武
力
討

幕
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
僧
兵
を
擁
す
る
南
都
北
嶺
と
の
協
調
に

傾
く
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
直
接
伝
え

る
史
料
は
、
次
の
太
政
官
符
の
写
し
と
『
愚
管
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。
法
然

の
流
罪
を
伝
え
る
太
政
官
符
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

太
政
官
　
土
佐
国
司

　
流
人
藤
井
の
元
彦
（
源
空
＝
法
然
）

使
左
衛
門
の
府
生
清
原
武
次
従
二
人

　
門
部
二
人
　
　
　
從
各
一
人

右
、
流
人
元
彦
を
領
送
の
た
め
に
、
く
だ
ん
ら
の
人
を
さ
し
て
、
発
遣

く
た
ん
の
こ
と
し
、
國
よ
ろ
し
く
承
知
し
て
、
例
に
よ
り
て
、
こ
れ
を

を
こ
な
へ
、
路
次
の
國
、
ま
た
よ
ろ
し
く
食
柴
具
馬
参
疋
を
た
ま
ふ
へ
し
、

符
到
奉
行
、

　
　
　
建
永
二
年
二
月
　
　
右
大
史
中
原
朝
臣
　
判

左
少
辨
藤
原
朝
臣
　

　
　
　
　
　
　
　
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」

　
　こ

の
建
永
二
年
二
月
の
法
然
流
罪
を
土
佐
国
司
に
伝
達
す
る
太
政
官
符
に
よ

れ
ば
、
法
然
は
藤
井
元
彦
と
い
う
俗
名
を
付
与
さ
れ
土
佐
へ
遠
流
と
決
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
讃
岐
国
へ
配
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

九
条
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
縁
で
、
兼
実
が
庇
護
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
兼
実
が
法
然
を
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
は
、
弟
慈
円
の
愚
管
抄

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
わ
ず
か
な
史
料
か
ら
も
、
安
楽
寺
の
寺
伝
に
い
う
建
永
の
法
難
と
安
楽

房
・
住
蓮
房
と
二
人
の
女
官
の
出
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝

承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
出
家
し
た
鳥
羽
院
の
女
官
鈴
虫
姫
と
松
虫
姫

の
名
前
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
園

寺
公
衡
の
息
女
姉
妹
と
い
い
、
そ
の
後
長
講
堂
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
瀬
戸
内

海
の
生
口
島
の
光
明
坊
で
余
生
を
送
っ
た
と
し
て
法
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
二
人
の
存
在
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
然

は
赦
免
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
入
洛
を
許
さ
れ
ず
に
摂
津
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
帰
京
が
許
さ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年
十
一
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
二
か
月
後
の
建
暦
二
年
一
月
二
十
五
日
に
は
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
法
然
が
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
を
安
楽
寺
と
し
て
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
時
間
的
に
は
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
建
永
の
法
難
の
経
緯
を
述
べ
た
の
は
、
今
回
中
世
佛
足
石
の
新
た
な
発

見
が
、
慈
照
寺
銀
閣
と
鹿
ケ
谷
安
楽
寺
境
内
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
昨
年
の
調
査
で
最
初
に
中
世
佛
足
石
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
南
北
の
中
間

に
位
置
し
て
い
る
法
然
院
の
境
内
に
あ
っ
た
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々

の
調
査
で
発
見
し
た
中
世
佛
足
石
で
は
、
東
山
の
哲
学
の
道
の
南
北
に
連
な
る

よ
う
に
少
な
く
と
も
三
つ
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
写
真
３
、
慈
照

寺
銀
閣
の
庭
内
に
あ
る
「
洗
月
泉
」
の
池
中
に
あ
っ
た
従
来
そ
れ
と
全
く
気
付

か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佛
足
石
は
、
作
庭
当
時
か
ら
設
置
位
置
が
動
い
て
い

な
い
と
す
る
と
、
当
初
は
そ
の
位
置
か
ら
見
て
、
佛
足
石
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
佛
足
の
つ
ま
先
の
方
に
立
っ
た
参
詣
人
が
流
れ

落
ち
る
水
を
背
景
と
し
た
佛
足
に
向
か
っ
て
拝
跪
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
で
は
池
中
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
流
れ
落
ち
る
水
の
飛
沫
を
浴

び
て
苔
む
し
て
お
り
、
佛
足
そ
の
も
の
も
風
化
し
て
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
も
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
こ
の
佛
足
石
は
、
銀
閣
寺
作
庭
以
前
か
ら

境
内
地
に
存
在
し
て
い
た
も
の
を
、
作
庭
時
に
泉
池
内
に
設
置
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

次
の
写
真
４
、
住
蓮
山
安
楽
寺
境
内
の
佛
足
石
は
、
写
真
で
も
判
別
で
き
る

よ
う
に
右
足
か
か
と
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
風
化
磨
耗
し

た
佛
足
文
様
を
、
近
世
以
降
に
補
刻
し
て
白
い
顔
料
を
入
れ
て
描
き
な
お
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
切
欠
き
部
分
の
仏
の
線
刻
は
も
う
磨
耗
し
て
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
初
期
の
布
教
の
拠

点
で
あ
っ
た
東
山
の
一
帯
で
三
つ
の
佛
足
石
が
発
見
で
き
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
布
教
は
、
法
然
と
弟
子
た
ち
の
熱
心
な
布

教
活
動
で
当
初
か
ら
隆
盛
を
み
た
が
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
厳
し
い
反
発
を
受
け
、

法
然
自
身
す
ら
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
弾
圧
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
「
鹿
ケ
谷
草
庵
」
と
称
さ
れ
る
布
教
活
動
の
さ
さ
や
か
な
拠
点
に
大
伽
藍

が
建
設
さ
れ
て
い
た
は
ず
も
な
い
。
立
派
な
仏
像
や
そ
れ
を
収
め
る
壮
大
な
伽

藍
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
堂
塔
な
ど
は
存
在
し
な
い
中
で
の
東
山
の
山
麓
一
帯

を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
の
初
期
布
教
活
動
に
、
佛
足
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
世
佛
足
石
は
、
仏
像
や
堂
塔
伽
藍
が

整
わ
な
い
段
階
の
布
教
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説

は
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

八
、
結
び
に
か
え
て

本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
「
し
あ
わ
せ
研
究
」
の
助
成
金
を
受
け
、
「
中
国

仏
教
の
日
本
へ
の
受
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
初
期
仏

教
の
日
本
で
の
展
開
の
一
形
態
と
し
て
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
の
年
紀
を

刻
す
る
国
宝
薬
師
寺
佛
足
石
を
研
究
の
基
礎
と
位
置
づ
け
、
そ
の
碑
文
の
研
究

を
中
心
と
し
て
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
字
句
の
翻
刻
と

修
正
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
新
た
に
分
か
り

や
す
く
解
釈
し
た
。
ま
た
古
代
の
薬
師
寺
佛
足
石
以
外
の
佛
足
石
に
つ
い
て

は
、
従
来
近
世
以
降
の
も
の
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ

た
が
、
中
世
の
佛
足
石
が
前
回
ま
で
の
調
査
で
京
都
法
然
院
、
安
土
城
、
泉
南

市
林
昌
寺
の
三
か
所
で
確
認
さ
れ
、
粉
河
寺
の
佛
足
石
も
中
世
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
京
都
の
慈
照
寺

銀
閣
と
住
蓮
山
安
楽
寺
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

薬
師
寺
佛
足
石
・
佛
足
跡
歌
碑
の
碑
文
に
つ
い
て
の
本
研
究
は
、
従
来
の
研

究
蓄
積
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
世
佛
足
石
の
存
在
と

そ
の
特
徴
の
確
認
は
、
佛
足
石
研
究
に
お
い
て
、
今
後
空
白
と
み
ら
れ
て
い
た

中
世
佛
足
石
の
発
見
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
大
き
な
成

果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
薬
師
寺
の
国
宝
佛
足
跡
歌
碑
銘
文
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
精
拓
本
と
原
刻
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
所
蔵
者
で
あ
る
薬
師
寺
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
の
薬
師
寺
か
ら
特
別
許
可
を
頂
け
、

今
回
も
大
講
堂
内
で
じ
っ
く
り
と
銘
文
を
拝
見
し
つ
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
が
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
銘
文
が
書
と

し
て
刻
さ
れ
て
い
た
の
か
再
現
し
た
い
と
考
え
て
始
め
た
研
究
だ
が
、
御
協
力

の
お
か
げ
で
こ
の
歌
碑
に
お
い
て
も
そ
の
書
美
を
わ
か
る
範
囲
で
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
も
仏
教
を
中
心
と
し
た
文
化
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

○
本
研
究
は
、
第
一
・
二
節
を
廣
瀨
、
第
七
・
八
節
を
漆
原
、
第
三
・
四
・
五

・
六
節
を
遠
藤
が
執
筆
し
た
。

○
本
研
究
は
、
武
蔵
野
大
学
し
あ
わ
せ
研
究
所
「
令
和
二
年
度
し
あ
わ
せ
研
究

費
」
採
択
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

【 

註 

】

（
１
）
「
佛
足
石
歌
碑
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
宝
指
定
名
称
の
「
佛
足
跡
歌

碑
」
と
記
す
。

（
２
）
廣
瀨
裕
之
・
漆
原
徹
・
遠
藤
祐
介
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
四
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
六
（
二
〇

一
九
年
三
月
）
・
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
八
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
所
収
）
の
遠
藤
執
筆
担

当
の
節
を
参
照
。

（
３
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
「
大
正
」
と
い
う
略
称
の
後
に
、
巻

数
、
頁
数
、
段
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
四
道
宣
伝
に
「
及
西
明
寺
初
就
。

詔
宣
充
上
座
。
三
藏
奘
師
至
止
。
詔
与
翻
訳
」
（
大
正
五
〇
、
七
九
〇
下
）
と
あ
り
、
道
宣
は

皇
帝
か
ら
尊
重
さ
れ
た
学
僧
で
、
玄
奘
の
翻
訳
を
手
伝
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
な
お
光
明

皇
后
御
願
経
の
中
に
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
日
本
で
も
道
宣

の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
４
）
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
第
五
（
国
民
図
書
、
一
九
二
八
年
）
二
七
四
二
頁
に
は
「
歌
碑
を

建
て
し
事
は
記
文
に
見
え
ね
ど
歌
の
意
を
推
す
に
佛
足
石
と
同
時
に
作
り
し
な
り
」
と
あ
り
、

天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
薬
師
寺
で
成
立
と
し
て
い
る
。
新
町
徳
之
『
上
古
文
学
選
』

（
内
外
出
版
、
一
九
二
七
年
）
四
四
一
頁
で
は
「
歌
品
や
歌
體
か
ら
考
へ
て
、
天
平
勝
寶
時
代

の
作
た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
」
と
し
、
井
上
説
と
近
い
見
解
で
あ
る
。
鈴
木
暢
幸
『
新
修

国
文
学
史
』
上
巻
（
隆
文
館
、
一
九
二
六
年
）
九
二
頁
に
は
「
次
に
此
等
の
歌
は
漢
文
字
を
表

音
的
に
用
ゐ
て
冩
し
出
さ
れ
て
居
る
。
萬
葉
集
の
中
で
も
新
し
い
歌
は
こ
れ
と
同
じ
冩
出
法
に

依
つ
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
奈
良
朝
後
期
の
風
で
あ
つ
た
と
見
え
る
」
と
し
て

い
る
。

（
５
）
廣
岡
義
隆
『
佛
足
石
記
佛
足
跡
歌
碑
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
八
〜
四
二

三
頁
を
参
照
。

（
６
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
７
）
肥
田
路
美
『
仏
蹟
仰
慕
と
玄
奘
三
蔵
の
将
来
仏
像―

七
躯
の
釈
迦
像
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
』

（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
分
冊
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）
肥
田
氏
前
掲
論
文
、
一
六
五
・
一
六
六
頁
か
ら
引
用
。
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
』
巻
七
を
挙
げ
、
北
魏
洛
陽
城
の
記
載
の
根
拠
と
し
て
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、

長
秋
寺
の
条
を
提
示
し
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
論
文
「
奈
良
・
薬
師
寺
の
国
宝
・
佛
足
石
の
研
究
」
Ⅰ
の
一
二
八
・
一
三
〇
頁
を
参
照
。

（
10
）
建
永
二
年
二
月
　
法
然
以
下
弟
子
親
鸞
な
ど
七
名
を
流
罪
。
安
楽
房
遵
西
を
六
条
河
原
で
斬

首
。
ほ
か
住
蓮
房
、
西
意
善
綽
房
、
性
願
房
も
処
刑
さ
れ
た
浄
土
宗
に
対
す
る
弾
圧
事
件
。

（
11
）
後
白
河
上
皇
の
子
以
仁
王
の
皇
子
　
天
台
座
主
明
雲
慈
円
等
に
天
台
教
学
を
学
ぶ
。
建
仁
三

（
一
二
〇
三
）
年
天
台
座
主
。
翌
年
大
僧
正
。

（
12
）
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
孫
。
父
は
信
西
の
子
貞
憲
。
平
治
の
乱
で
祖
父
信
西
が
自
殺
し
一
門
は

没
落
、
父
貞
憲
は
土
佐
国
に
遠
流
と
な
り
、
貞
慶
は
出
家
し
て
興
福
寺
に
入
り
、
法
相
教
学
を

学
ぶ
。
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
の
大
原
勝
林
院
で
行
わ
れ
た
法
然
と
重
源
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
大
原
問
答
に
参
加
し
て
い
る
。
著
書
に
『
唯
識
論
同
学
鈔
』
『
法
相
心
要
鈔
』
『
愚
迷
発
心

集
』
が
あ
る
。

（
13
）
「
法
然
上
人
行
状
畫
圖
三
十
三
」
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